
園・所 小 中 高 事

９：30～９：45 オリエンテーション
個別最適な学び担当
不登校支援センター

指導主事

講義 ９：45～10：45
SCHOOL“S”における個々の児童生徒の状
況に応じた具体的な支援の工夫やSプロの
考え方について理解する。

個別最適な学び担当
不登校支援センター

指導主事

実習 10：45～14：15
SCHOOL“S”における児童生徒への支援を
実際に体験する。

個別最適な学び担当
不登校支援センター

指導主事

講義・演習 14：30～16：20

SCHOOL“S”における支援の体験を踏ま
え、アセスメントの重要性等、不登校等児童
生徒への多様な支援の在り方について講
義・演習する。

個別最適な学び担当
不登校支援センター

指導主事

16：20～16：30 研修のまとめと振り返り
個別最適な学び担当
不登校支援センター

指導主事

９：30～９：45 オリエンテーション
個別最適な学び担当
不登校支援センター

指導主事

演習 ９：45～10：45
マトリクスを用いた、アセスメントの演習を行
うことを通して、アセスメントの行い方や必
要性について理解出来る。

個別最適な学び担当
不登校支援センター

指導主事

講義 10：45～14：15
個別のサポート計画の作成について、必要
性や作成におけるポイント等についての講
義を行う。

個別最適な学び担当
不登校支援センター

指導主事

実習・演習 14：30～16：20
SCHOOL“S”の児童生徒への支援の体験
を踏まえ、実際に個別のサポート計画を作
成する演習を行う。

個別最適な学び担当
不登校支援センター

指導主事

16：20～16：30 研修のまとめと振り返り
個別最適な学び担当
不登校支援センター

指導主事

13：30～13：40 オリエンテーション
個別最適な学び担当
不登校支援センター

指導主事

講義・協議 13：40～14：20
不登校等児童生徒への支援の在り方・考え
方についての講議・協議を行う。

個別最適な学び担当
不登校支援センター

指導主事

実践報告・交流 14：20～15：30
不登校ＳＳＲ（スペシャルサポートルーム）
推進校における不登校等児童生徒への支
援の具体について知る。

個別最適な学び担当
不登校支援センター

指導主事

講義・交流・協議 15：30～16：20
不登校ＳＳＲ（スペシャルサポートルーム）
推進校における実践報告を踏まえ､アセスメ
ントについての講義・交流・協議を行う。

個別最適な学び担当
不登校支援センター

指導主事

16：20～16：30 振り返りとまとめ
個別最適な学び担当
不登校支援センター

指導主事

13：30～13：40 オリエンテーション
個別最適な学び担当
不登校支援センター

指導主事

講義 13：40～14：20

関係機関との連携の必要性について、
SSWSVによる講義を行い、ソーシャルワー
クの視点から連携の必要性について理解
する。

個別最適な学び担当
不登校支援センター

指導主事

実践報告・交流 14：20～15：30

不登校ＳＳＲ（スペシャルサポートルーム）
推進校における不登校等児童生徒への支
援の具体（関係機関との連携を中心とす
る）について知る。

個別最適な学び担当
不登校支援センター

指導主事

講義・交流・協議 15：30～16：20

不登校ＳＳＲ（スペシャルサポートルーム）
推進校における実践報告を踏まえ､自校の
実態に応じた支援の在り方等について講
義・交流・協議を行う。

個別最適な学び担当
不登校支援センター

指導主事

16：20～16：30 振り返りとまとめ
個別最適な学び担当
不登校支援センター

指導主事

【準備物】
準備物はありません。

◯ ◯ ◯ ― 対面
不登校SSR
推進校

令和８年○月○日（○）
※調整中

　　１３：３０～１６：３０

不登校ＳＳＲ（ス
ペシャルサポート
ルーム）推進校に
おける実践発表
及び講義・交流・
協議を通して、不
登校等児童生徒
への支援の充実
に向けた関係機
関との連携の必
要性を理解するこ
とができる。

12 1

子供を中心に、
学校と関係機関
がつながる。明
日から使える連
携の視点

発
展
期

発
展
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児童生徒支援
「 「 つなが り 」 から
「安心」へ。ソーシャ
ルワークの視点か
ら考える関係機関
との連携」講座

◯ ◯

令和８年○月○日（○）
※調整中

　　１３：３０～１６：３０

不登校ＳＳＲ（ス
ペシャルサポート
ルーム）推進校に
おいての実践発
表 及 び 講 義 ・ 交
流 ・ 協 議 を 通 し
て、SSRが個々の
不登校等児童生
徒にとって安全・
安心で成長でき
る居場所であるこ
とを理解し、適切
な児童生徒理解
の必要性につい
ての理解につな
げ る こ と が で き
る。

12 1◯

「分かっているつ
もり」から一歩先
へ 。 SSR か ら 学
ぶ児童生徒理解

【準備物】
準備物はありません。

◯ ◯ ◯ ― 対面
不登校SSR
推進校

採
用
期
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児童生徒支援
「児童生徒理解っ
て何？ＳＳＲの取組
から考える児童生
徒の成長に寄り添
う支援」講座

◯

【準備物】
実習（運動等）に適し
た服装（全ての内容を
実習の際に使用する
服装で受講をお願い
します。更衣室はあり
ません。）

◯ ◯ ◯ ― 対面 SCHOOL“S”
令和８年９月29日（火）

９：３０～１６：３０

SCHOOL“S”で
の支援の実際や
個 別 サ ポー ト計
画の作成の演習
を通して、自校に
おける不登校等
児童生徒への支
援体制の構築及
び支援の充実を
図る。

15 1

「 次 、ど うす る 」
が見え てく る 個
別のサポート計
画づくり

発
展
期

発
展
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児童生徒支援
「 SCHOOL“S”で児
童 生 徒 に か か わ
り、共に考えよう！
～ どうやって作れ
ばいいの？個別サ
ポート計画 ～ 」講
座

◯ ◯

A：令和８年 ６月18日（木）
B：令和８年 ６月26日（金）
C：令和８年 ７月 ２日（木）
D：令和８年 ７月 ７日（火）
E：令和８年 ９月11日（金）
F：令和８年10月 ８日（木）
G：令和８年11月10日（火）
H：令和８年12月10日（木）

      ９：３０～１６：３０

SCHOOL“S”で
の支援の実際や
アセスメントの演
習や講義を往還
す る こ と を 通 し
て、 不 登校 等児
童生徒の支援の
ための、適切な児
童生徒理解の必
要性について理
解を深めることが
できる。

各
5

同一
８

◯

見方が変わると
関 わ り が 変 わ
る 。 は じ め て 学
ぶ児童生徒理解

【準備物】
実習（運動等）に適し
た服装（全ての内容を
実習の際に使用する
服装で受講をお願い
します。更衣室はあり
ません。）

◯ ◯ ◯ ― 対面 SCHOOL“S”

講座のねらい 形態 時間帯 内容
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期
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児 童 生 徒 支 援
「SCHOOL“S”で児
童 生 徒 に か か わ
り、共に考えよう！　
～ アセスメントで
深める児童生徒理
解　～」講座

◯

令和８年度専門講座（学びプラス）実施計画　【児童生徒支援】

種
類

講座
番号

講座名

対象

受講対象 実施方法 会場 日時
募集
人数
(人）

回数
（回）

講座の
PRポイント

準備物・注意事項講師所属 講師名


